
可
観
小
説
巻
十
九

可
観
小
説
巻
十
九

一
、
渡
謹
勘
兵
衛
と
村
上
次
郎
左
衛
門

波
漣
勘
兵
衛
法
斡
し
て
鋭
推
庵
。
数
度
の
軍
功
あ
り
て
捺
量
骨
柄
人

前
よ
く
、
才
智
深
〈
恐
敷
侵
入
也
。
御
旗
本
の
内
村
上
次
郎
左
衛
門
は

御
家
の
村
上
小
七
郎
父
也
。
此
人
活
筑
に
て
島
原
一
授
の
時
、
射
乎

の
大
絡
を
.
被
仰
付
候
様
に
笠
た
る
人
也
。
拐
推
庵
此
人
を
殊
の
外
春

立
て
、
武
遣
に
於
て
は
古
今
に
秀
で
、
職
園
に
生
れ
た
ら
ぽ
過
分
に
立

身
を
も
せ
ん
な
ど
L
世
間
に
吹
嘆
す
。
衣
郎
左
衛
門
大
に
悦
び
て
、
渡

漣
推
庵
程
の
士
は
日
本
始
り
て
以
来
有
之
悶
敷
候
と
去
。
相
互
に
褒

稽
す
る
内
に
、
衣
郎
左
衛
門
は
大
有
徳
者
に
て
、
諸
大
名
へ
出
入
し
推

庵
を
ほ
む
。
依
之
捻
庵
名
高
く
、
自
然
と
江
戸
中
の
浪
人
頭
と
怠
る
。

推
庵
大
利
を
得
て
一
生
官
有
に
て
崇
敬
せ
ら
れ
て
死
た
り
。
次
郎
左

衛
門
は
金
銀
，
次
第
に
散
失
、
旗
本
中
に
て
浪
人
問
屋
と
悪
口
せ
ら
れ
、

御
前
幹
も
不
宣
終
り
慈
し
。
嶋
原
射
手
大
将
を
竪
ま
れ
候
時
、
御
老

中
酒
井
雅
鶏
頭
開

τ、
共
方
は
何
の
役
儀
被
動
や
と
聞
は
れ
て
、
御
納

戸
を
勤
候
と
答
へ
け
れ
ば
、
雅
築
殿
御
納
戸
方
無
相
違
様
に
可
被
勘

候
。
上
に
は
御
人
滞
山
に
て
御
事
欠
け
な
く
候
。
共
方
を
御
額
は
被

健
医
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渡
海
也
。
中
村
次
郎
兵
衛
来
欽
を
事
と
し
、
圏
中
へ
遇
役
を
か
け
金
銀

を
取
集
む
。
譜
代
の
家
老
才
川
肥
後
守
・
花
房
志
摩
守
・
喜
多
方
京
・
長

船
越
中
等
、
皆
次
郎
兵
衛
と
中
揺
敷
‘
四
人
と
も
家
康
公
へ
出
奔
す
。

但
長
船
一
人
は
不
行
。
次
郎
兵
衛
後
に
加
州
へ
罷
越
し
、
中
村
刑
部
と

云
。
捌
糊
蜘
…
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備
前
・
備
中
・
美
作
・
播
蹴
聞
の
内
を
倣
し
八
十
寓
石
な
り
。
安
土
城

下
に
て
太
閤
木
下
藤
吉
と
申
時
、
高
徳
公
と
藤
吉
御
別
懇
に
付
、

御
屋
も
隣
家
に
て
高
徳
公
御
息
女
御
生
被
成
候
。
共
後
藤
吉
養
女

に
被
成
世
候
。
共
御
養
女
を
以
て
秀
家
へ
御
嫁
婆
に
付
、
太
閤
の

婿
也
。
秀
家
病
気
飴
情
あ
る
人
に
て
、
朝
鮮
陣
の
時
惣
大
絡
に
て
九

緒
絡
を
朝
鮮
の
野
中
に
て
五
百
人
饗
憾
な
り
。
共
時
三
の
膳
ま
で

木
具
に
て
被
出
た
り
n

一
、
鼠
に
攻
れ
た
る
時
の
療
法

紀
州
大
納
言
御
近
習
の
小
姓
鼠
に
唆
れ
‘
只
腫
に
陸
て
腎
術
も
不
時
‘

十
死
一
生
の
時
、
或
老
尼
云
。
古
き
壁
土
を
湯
に
た
て
L
洗
へ
ば
よ

ろ
し
と
云
。
共
言
の
如
〈
に
し
け
れ
ば
頓
て
本
復
せ
り
。

一
、
荻
問
主
馬
ニ
高
石
被
宛
行
事

越
後
糸
魚
川
城
主
荻
問
主
馬
は
、
元
糸
魚
川
の
人
也
。
越
前
黄
門
被
召
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成
ま
い
と
、
殊
の
外
不
首
尾
也
。
共
時
節
人
の
申
ず
は
渡
議
は
村
上
を

ほ
必
て
身
を
立

τ大
利
を
得
、
村
上
は
波
法
を
ほ
め
て
畢
境
大
損
を

得
。
得
失
大
遼
と
い
ふ
。
躯
滞
も
の
h
戒
め
に
紀
之
。
問
屋
配

一
、
字
喜
多
秀
家
遠
流
に
御
供
の
人
々

字
喜
多
秀
家
八
丈
島
還
流
、
父
子
三
人
。
家
臣
の
儀
は
大
臣
は
無
用
・

小
匡
は
縫
に
て
も
可
遣
と
被
命
。
共
故
常
に
念
頃
に
被
取
立
候
は
大

臣
に
付
不
成
、
小
匡
は
常
に
厚
恩
も
・
な
け
れ
ば
可
参
と
云
も
の
悲
し
。

漸
く
に
二
三
百
石
取
候
者
拾
八
人
、
御
供
可
仕
と
番
上
た
り
。
是
等

も
常
に
御
厚
恩
は
無
け
れ
ど
も
、
譜
代
の
主
君
難
見
拾
い
づ
く
迄
も

可
奉
従
と
云
ふ
。
新
参
者
に
厚
思
謂
た
る
者
あ
れ
ど
も
不
願
。
秀
家

平
生
人
を
不
見
知
。
中
村
次
郎
兵
衛
と
云
者
勝
手
の
圃
り
上
手
に
て
、

金
銀
を
取
上
る
事
の
み
工
夫
す
。
此
者
思
賞
深
く
譲
れ
ど
も
義
理
を

不
知
、
中
々
供
せ
ん
と
も
不
云
。
今
此
時
に
臨
て
行
静
岡
り
御
供
可
仕

と
義
理
を
立
る
拾
八
人
へ
砲
を
被
申
、
後
悔
不
大
形
。
拾
八
人
の
者

共
只
今
切
腹
い
た
す
事
は
最
易
し
。
父
母
妻
子
に
今
生
の
別
れ
、
切

腹
よ
り
は
遁
に
迷
惑
た
れ
ど
も
、
主
君
を
難
奉
見
拾
と
い
ひ
た
り
と
、

彼
家
の
老
人
芳
賀
宗
恵
常
に
話
す
。
扱
八
丈
島
へ
二
番
目
御
息
の
乳

母
、
是
は
滞
崎
兵
太
夫
甥
一
献
一
鉱
山
鉱
山
官
。
母
也
。
此
待
都
合
二
十
二
人
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閥
、
千
石
を
領
す
。
或
時
黄
門
よ
り
家
康
公
へ
震
御
使
、
遠
山
甚
五
兵

衡
を
被
遣
。
甚
五
兵
衛
場
数
発
の
者
民
て
、
御
目
見
の
時
共
座
に
て
、

荻
問
主
馬
は
我
等
能
く
知
た
る
者
也
。
何
方
に
居
る
と
思
た
れ
ば
越

前
に
在
る
よ
し
、
粥
共
通
り
か
と
御
意
。
甚
五
兵
衛
共
通
り
と
御
諦

す
。
何
程
知
行
は
取
ら
せ
ら
る
L

ぞ
、
受
高
右
・
な
ど
に
て
居
る
者
で

は
た
き
が
、
小
身
に
て
居
る
か
と
御
帯
。
茜
五
兵
衛
、
唯
今
千
石
被
宛

行
候
と
云
ふ
。
不
便
な
る
事
哉
、
二
高
石
取
ら
せ
ら
れ
よ
と
我
等
云

ひ
た
り
と
い
へ
。
役
に
立
も
の
也
。
叉
人
も
な
き
と
云
ふ
ほ
ど
の
者
ぞ

と
仰
に
て
、
一
度
に
千
石
よ
り
二
高
石
に
成
る
。
小
男
児
て
十
二
三

哉
の
も
の
ほ
ど
に
み
え
た
り
と
。
友
器
禁
町
内
需

一
、
殺
松
又
四
郎
、
伊
達
政
宗
を
打
榔
す

台
徳
公
御
時
寛
永
初
頃
、
家
光
公
内
藤
左
馬
助
宅
へ
被
鏡
成
、
能
興

行
還
御
の
後
諸
大
名
酒
宴
の
底
.
伊
達
奥
州
政
宗
小
用
に
立
候
と
て
.

鏡
松
叉
凶
郎
の
膝
に
足
あ
た
り
け
る
よ
し
。
扱
縁
の
端
に
て
小
便
せ

ら
る
。
共
鉢
慮
外
に
て
叉
本
の
道
を
被
師
、
殺
松
へ
何
の
命
線
も
た

〈
被
速
け
る
所
を
、
粂
桧
扇
子
を
以
て
政
宗
の
頭
を
二
三
打
て
扇
を

棄
て
、
脇
刺
を
抜
ん
と
す
。
政
宗
も
脇
刺
に
手
を
懸
る
。
何
れ
も
取

付
抜
立
さ
せ
宇
。
政
宗
大
に
せ
き
脇
刺
の
柄
を
掻
り
、
比
奥
者
、
士
が
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